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(57)【要約】
【課題】撮影画像から信号機の信号領域および信号色を
精度良く検出する。
【解決手段】情報処理装置１０は、画像取得部１６Ａと
、時間帯判別部１６Ｂと、検出部１６Ｄと、を備える。
画像取得部１６Ａは、撮影画像を取得する。時間帯判別
部１６Ｂは、撮影画像の撮影時間帯を判別する。検出部
１６Ｄは、判別した撮影時間帯に基づいて、撮影画像に
おける信号機の信号領域および該信号機の示す信号色を
検出する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影画像を取得する画像取得部と、
　前記撮影画像の撮影時間帯を判別する時間帯判別部と、
　判別した前記撮影時間帯に基づいて、前記撮影画像における信号機の信号領域および該
信号機の示す信号色を検出する検出部と、
　を備える情報処理装置。
【請求項２】
　前記時間帯判別部は、
　前記撮影画像の平均輝度を算出する第１の算出部と、
　前記撮影画像を複数のブロックに分割し、平均輝度が閾値以下の前記ブロックの数とし
ての低輝度ブロック数を算出する第２の算出部と、
　を有し、
　前記撮影画像の平均輝度と、前記低輝度ブロック数と、を含む特徴量に基づいて、前記
撮影時間帯を判別する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記時間帯判別部は、
　前記撮影画像の平均輝度を算出する第１の算出部と、
　前記撮影画像を複数のブロックに分割し、平均輝度が閾値以下の前記ブロックの数とし
ての低輝度ブロック数を算出する第２の算出部と、
　前記撮影画像における前記ブロック毎の平均輝度の分散値を算出する第３の算出部と、
　を有し、
　前記撮影画像の平均輝度と、前記低輝度ブロック数と、前記分散値と、を含む特徴量に
基づいて、前記撮影時間帯を判別する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記時間帯判別部は、前記撮影画像の前記撮影時間帯が昼または夜を示すと判別する、
請求項１～請求項３の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　判別した前記撮影時間帯に対応する信号認識辞書を選択する選択部を備え、
　前記検出部は、
　選択した前記信号認識辞書を用いて、前記信号領域および前記信号色を検出する、
　請求項１～請求項４の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記信号認識辞書は、対応する前記撮影時間帯に撮影した基準撮影画像に含まれる信号
機の示す、複数種類の基準信号色の各々に対応する色値の範囲を示し、
　前記検出部は、
　前記撮影画像における、選択した前記信号認識辞書に示される前記基準信号色の色値の
範囲に属する領域を、信号候補領域として特定すると共に、該信号候補領域の色値に対応
する種類の前記基準信号色を、前記信号色として特定する特定部と、
　前記信号候補領域に基づいて前記信号領域を認識する認識部と、
　を有し、
　特定した前記信号色および認識した前記信号領域を検出する、
　請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　夜を示す前記撮影時間帯に対応する前記信号認識辞書は、夜を示す前記撮影時間帯に撮
影した前記基準撮影画像における信号機の信号を示す領域の周辺領域の色値の範囲を示す
、請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
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　昼を示す前記撮影時間帯に対応する前記信号認識辞書は、昼を示す前記撮影時間帯に撮
影した前記基準撮影画像における信号機の信号を示す領域の色値の範囲を示す、請求項６
または請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記認識部は、
　特定された前記信号候補領域を膨張した膨張領域に予め定めた形状の定型領域が含まれ
る場合、該定型領域を含む領域を、前記信号領域として認識する、請求項６～請求項８の
何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記認識部は、
　前記膨張領域に円形の前記定型領域が含まれる場合、該定型領域を含む領域を前記信号
領域として認識する、請求項９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記検出部は、
　前記特定部が特定した前記信号候補領域の内、前記信号候補領域を膨張した膨張領域の
大きさが予め定めた範囲内の前記信号候補領域を、検出対象として抽出する抽出部を有し
、
　前記認識部は、抽出された前記信号候補領域に基づいて前記信号領域を認識する、
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記検出部は、
　前記認識部が認識した前記信号領域の内、予め定めた大きさの範囲内の前記信号領域を
、前記撮影画像における前記信号機の前記信号領域として抽出する抽出部を有し、
　特定した前記信号色および認識し且つ抽出した前記信号領域を検出する、
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　撮影画像を取得するステップと、
　前記撮影画像の撮影時間帯を判別するステップと、
　判別した前記撮影時間帯に基づいて、前記撮影画像における信号機の信号領域および該
信号機の示す信号色を検出するステップと、
　を含む情報処理方法。
【請求項１４】
　撮影画像を取得するステップと、
　前記撮影画像の撮影時間帯を判別するステップと、
　判別した前記撮影時間帯に基づいて、前記撮影画像における信号機の信号領域および該
信号機の示す信号色を検出するステップと、
　をコンピュータに実行させるための情報処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は情報処理装置、情報処理方法、および情報処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　車載カメラなどの撮影装置で撮影された撮影画像を解析し、撮影画像に含まれる信号機
の示す信号色を検出することで、運転者を支援するシステムが知られている。また、信号
機を認識するために、信号機の示す信号色を検出する装置が知られている。ここで、昼夜
など撮影時間の違いにより、信号色を示す部分（点灯部分）の光量が飽和した撮影画像が
得られる場合がある。この場合、信号領域および信号色の検出精度が低下する。そこで、
このような問題を回避するための技術が開示されている。
【０００３】
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　例えば、特許文献１には、カメラのゲインを２回調整して２枚の撮影画像を取得し、こ
れらの２枚の撮影画像を用いて信号色を検知する方法が開示されている。特許文献１では
、１回目の撮影で取得した撮影画像を用いて、２回目の撮影用のゲインを調整する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら従来の技術では、ゲインの異なる複数枚の撮影画像が必要であった。また
、ゲイン調整の誤差により、検出精度が大幅に低下する場合があった。さらに、信号領域
を検出する前の状態では、撮影画像における信号の位置が不明であることから、信号色を
正確に検出可能なゲインの設定は困難であった。すなわち、従来では、撮影画像に含まれ
る信号機の示す信号色や信号領域を、撮影時間に拘らず精度良く検出することは困難であ
った。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、撮影画像から信号機の信号領域および
信号色を精度良く検出する情報処理装置、情報処理方法、および情報処理プログラムを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の情報処理装置は、撮影画像を
取得する画像取得部と、前記撮影画像の撮影時間帯を判別する時間帯判別部と、判別した
前記撮影時間帯に基づいて、前記撮影画像における信号機の信号領域および該信号機の示
す信号色を検出する検出部と、を備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、撮影画像から信号機の信号領域および信号色を精度良く検出すること
ができる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、情報処理装置の一例の説明図である。
【図２】図２は、情報処理装置の機能的構成の一例を示すブロック図である。
【図３】図３は、撮影画像の一例を示す模式図である。
【図４】図４は、基準撮影画像における平均輝度と低輝度ブロック数によって示されるサ
ンプル点の一例を示す図である。
【図５】図５は、信号認識辞書ＤＢのデータ構成の一例を示す模式図である。
【図６】図６は、撮影画像の一例を示す図である。
【図７】図７は、撮影画像の一例を示す図である。
【図８】図８は、撮影時間帯が昼の青信号認識辞書によって示される（Ｕ，Ｖ）値の分布
の一例を示す図である。
【図９】図９は、撮影時間帯が夜の青信号認識辞書によって示される（Ｕ，Ｖ）値の分布
の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、撮影時間帯が昼を示す場合の、信号領域および信号色の検出処理の
一例の説明図である。
【図１１】図１１は、撮影時間帯が昼を示す場合の、信号領域および信号色の検出処理の
一例の説明図である。
【図１２】図１２は、撮影時間帯が昼を示す場合の、信号領域および信号色の検出処理の
一例の説明図である。
【図１３】図１３は、撮影時間帯が昼を示す場合の、信号領域および信号色の検出処理の
一例の説明図である。
【図１４】図１４は、撮影時間帯が昼を示す場合の、信号領域および信号色の検出処理の
一例の説明図である。
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【図１５】図１５は、撮影時間帯が夜を示す場合の、信号領域および信号色の検出処理の
一例の説明図である。
【図１６】図１６は、撮影時間帯が夜を示す場合の、信号領域および信号色の検出処理の
一例の説明図である。
【図１７】図１７は、撮影時間帯が夜を示す場合の、信号領域および信号色の検出処理の
一例の説明図である。
【図１８】図１８は、撮影時間帯が夜を示す場合の、信号領域および信号色の検出処理の
一例の説明図である。
【図１９】図１９は、情報処理装置が実行する情報処理の手順の一例を示すフローチャー
トである。
【図２０】図２０は、撮影時間帯判別処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図２１】図２１は、検出処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図２２】図２２は、情報処理装置の機能的構成の一例を示すブロック図である。
【図２３】図２３は、検出部が実行する検出処理の一例の説明図である。
【図２４】図２４は、検出部が実行する検出処理の一例の説明図である。
【図２５】図２５は、検出部が実行する検出処理の一例の説明図である。
【図２６】図２６は、検出処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図２７】図２７は、情報処理装置の機能的構成の一例を示すブロック図である。
【図２８】図２８は、認識処理の一例の説明図である。
【図２９】図２９は、認識処理の一例の説明図である。
【図３０】図３０は、検出処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図３１】図３１は、撮影装置のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図３２】図３２は、情報処理装置のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に添付図面を参照して、情報処理装置、情報処理方法、および情報処理プログラム
の実施の形態を詳細に説明する。
【００１０】
（第１の実施の形態）
　図１は、本実施の形態の情報処理装置１０の一例の説明図である。情報処理装置１０は
、例えば、移動体に搭載されている。移動体は、自立走行または牽引などにより、実空間
において位置移動の可能な物体である。移動体は、例えば、車両、飛行機、電車、台車、
などである。本実施の形態では、移動体が車両２０である場合を一例として説明する。す
なわち、本実施の形態では、情報処理装置１０を車両２０に搭載した形態を一例として説
明する。
【００１１】
　車両２０には、撮影部１２が搭載されている。撮影部１２は、車両２０の周辺を撮影し
た撮影画像を得る。撮影部１２は、例えば、公知のビデオカメラや、デジタルカメラなど
である。本実施の形態では、撮影部１２は、車両２０の周辺を連続して撮影することで、
複数の撮影画像（すなわち、複数のフレーム）を撮影可能である。なお、撮影部１２は、
情報処理装置１０と一体的に構成してもよいし、情報処理装置１０と別体として構成して
もよい。
【００１２】
　また、撮影装置１２は、車両２０に搭載した形態に限定されない。撮影装置１２は、信
号機３０を撮影可能な位置に設置されていればよく、地面に対して固定されていてもよい
。なお、本実施の形態の情報処理装置１０で検知した検知結果を、車両２０の運転者の運
転支援などに用いる場合には、撮影装置１２は、車両２０に搭載した形態であることが好
ましい。
【００１３】
　本実施の形態では、撮影装置１２は、オートゲインコントロール（ＡＧＣ）機能を搭載
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している。このため、撮影装置１２は、感度を自動調整し、撮影画像の全画面の明るさが
最適となるように自動調整した撮影画像を得る。
【００１４】
　情報処理装置１０は、撮影画像を解析する。そして、情報処理装置１０は、撮影画像に
含まれる信号機３０の示す信号３０Ａを検出する。信号３０Ａを検出する、とは、信号機
３０の示す信号色と、信号領域と、を検出することを示す。信号色は、信号機３０におけ
る点灯している部分（図１では、信号３０Ａ）の色である。また、信号３０Ａの信号領域
は、信号機３０における点灯している領域である。
【００１５】
　次に、情報処理装置１０の機能的構成を説明する。図２は、情報処理装置１０の機能的
構成の一例を示すブロック図である。
【００１６】
　情報処理装置１０は、インタフェース部１４と、認識処理部１６と、記憶部１８と、を
備える。インタフェース部１４および記憶部１８は、認識処理部１６に電気的に接続され
ている。
【００１７】
　インタフェース部１４は、撮影装置１２から撮影画像を受付ける。撮影装置１２は、車
両２０の周辺を経時的に連続して撮影し、撮影によって得られた撮影画像の各々を、撮影
順に順次、インタフェース部１４へ出力する。インタフェース部１４は、撮影装置１２か
ら撮影画像を順次受け付け、受け付けた順に、認識処理部１６へ順次出力する。
【００１８】
　記憶部１８は、各種データを記憶する。本実施の形態では、記憶部１８は、時間帯認識
辞書１８Ａ、および信号認識辞書ＤＢ１８Ｂを記憶する。信号認識辞書ＤＢ１８Ｂは、撮
影時間帯と、信号認識辞書１８Ｃと、を対応づけたものである。時間帯認識辞書１８Ａ、
信号認識辞書ＤＢ１８Ｂ、および信号認識辞書１８Ｃについては、詳細を後述する。
【００１９】
　認識処理部１６は、撮影画像を解析し、撮影画像における信号色および信号領域を検出
する。認識処理部１６は、画像取得部１６Ａと、時間帯判別部１６Ｂと、選択部１６Ｃと
、検出部１６Ｄと、検出結果出力部１６Ｅと、学習部１６Ｋと、を含む。検出部１６Ｄは
、特定部１６Ｆと、認識部１６Ｇと、を含む。時間帯判別部１６Ｂは、第１の算出部１６
Ｈと、第２の算出部１６Ｉと、第３の算出部１６Ｊと、を含む。
【００２０】
　画像取得部１６Ａ、時間帯判別部１６Ｂ、選択部１６Ｃ、検出部１６Ｄ、検出結果出力
部１６Ｅ、特定部１６Ｆ、認識部１６Ｇ、第１の算出部１６Ｈ、第２の算出部１６Ｉ、第
３の算出部１６Ｊ、および学習部１６Ｋの一部またはすべては、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎ
ｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）などの処理装置にプログラムを実行させる
こと、すなわち、ソフトウェアにより実現してもよいし、ＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　
Ｃｉｒｃｕｉｔ）などのハードウェアにより実現してもよいし、ソフトウェアおよびハー
ドウェアを併用して実現してもよい。
【００２１】
　画像取得部１６Ａは、撮影装置１２から撮影画像を取得する。図３は、撮影画像Ｐの一
例を示す模式図である。本実施の形態では、画像取得部１６Ａは、信号機３０を含む撮影
画像Ｐを取得する場合を説明する。
【００２２】
　図２に戻り、説明を続ける。画像取得部１６Ａは、撮影装置１２で撮影された撮影画像
Ｐを取得する。本実施の形態では、画像取得部１６Ａは、撮影装置１２からインタフェー
ス部１４を介して撮影画像Ｐを取得する。なお、画像取得部１６Ａは、記憶部１８や外部
装置などから、撮影画像Ｐを取得してもよい。
【００２３】
　本実施の形態では、画像取得部１６Ａは、１フレーム分（１枚分）の撮影画像Ｐを順次
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取得する。そして、認識処理部１６では、１フレーム毎に、信号領域および信号色を検出
する。なお、認識処理部１６が処理する撮影画像Ｐは、具体的には、撮影画像の撮影画像
データである。説明を簡略化するために、撮影画像Ｐと称して説明する。
【００２４】
　時間帯判別部１６Ｂは、画像取得部１６Ａで取得した撮影画像Ｐの撮影時間帯を判別す
る。時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐを解析することによって、撮影画像Ｐの撮影時間
帯を判別する。
【００２５】
　撮影時間帯とは、１日（２４時間）を撮影環境の互いに異なる複数の時間帯に分割した
ものである。撮影環境が異なる、とは、光強度が異なることを意味する。例えば、撮影時
間帯は、昼、または、夜、である。なお、撮影時間帯は、昼、夜、夕方、であってもよい
。また、撮影時間帯は、１日を撮影環境の異なる複数の時間帯に分割した、各時間帯であ
ればよく、昼、夜、夕方、などに限定されない。また撮影時間帯は、２種類や３種類に減
されず、４種類以上であってもよい。また、撮影時間帯は、撮影画像Ｐの撮影環境（例え
ば、季節、国、地域、北半球・南半球）に応じて、適宜、設定すればよい。
【００２６】
　本実施の形態では、一例として、撮影時間帯が、昼または夜を示す場合を説明する。撮
影時間帯が昼を示す、とは、撮影環境の光強度が閾値以上の時間帯である。撮影時間帯が
夜である、とは、撮影環境の光強度が該閾値未満の時間帯である。この光強度の閾値には
、予め任意の値を定めればよい。例えば、この光強度の閾値には、処理対象の撮影画像Ｐ
を撮影した撮影装置１２のオートゲインコントロール機能によって、撮影画像Ｐに含まれ
る信号機３０の信号３０Ａを示す領域の光量が飽和し始める（または飽和が解除される）
光強度を定めればよい。
【００２７】
　時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの輝度を用いて、撮影画像Ｐの撮影時間帯を判別す
る。
【００２８】
　詳細には、時間帯判別部１６Ｂは、第１の算出部１６Ｈと、第２の算出部１６Ｉと、第
３の算出部１６Ｊと、を含む。
【００２９】
　第１の算出部１６Ｈは、撮影画像Ｐの平均輝度を算出する。第１の算出部１６Ｈは、撮
影画像Ｐに含まれる画素の各々の輝度値の平均値を算出する。これにより、第１の算出部
１６Ｈは、撮影画像Ｐの平均輝度を算出する。撮影時間帯が昼の場合、撮影画像Ｐの平均
輝度は高い。一方、撮影時間帯が夜の場合、撮影画像Ｐの平均輝度は、昼より低い。
【００３０】
　第２の算出部１６Ｉは、撮影画像Ｐを複数のブロックに分割する。例えば、第２の算出
部１６Ｉは、撮影画像Ｐをｍ×ｎ個のブロックに分割する。なお、ｍおよびｎは、１以上
の整数であり、且つ、ｍおよびｎの少なくとも一方は、２以上の整数である。
【００３１】
　そして、第２の算出部１６Ｉは、ブロックの各々ごとに、平均輝度を算出する。例えば
、第２の算出部１６Ｉは、ブロックの各々ごとに、ブロックに含まれる画素の輝度値の平
均値を算出する。これにより、第２の算出部１６Ｉは、撮影画像Ｐに含まれるブロックの
各々ごとに、平均輝度を算出する。
【００３２】
　さらに、第２の算出部１６Ｉは、撮影画像Ｐにおける平均輝度が閾値以下のブロックの
数を、該撮影画像Ｐにおける低輝度ブロック数として算出する。低輝度ブロック数の算出
に用いる平均輝度の閾値には、任意の値を予め定めればよい。
【００３３】
　そして、時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの平均輝度と、該撮影画像Ｐの低輝度ブロ
ック数と、を含む特徴量に基づいて、撮影時間帯を判別する。
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【００３４】
　具体的には、時間帯判別部１６Ｂは、例えば、撮影画像Ｐの平均輝度と撮影画像Ｐの低
輝度ブロック数を、時間帯判別時の特徴量として用いる。
【００３５】
　本実施の形態では、時間帯判別部１６Ｂは、予め、撮影時間帯の判別に用いる時間帯認
識辞書１８Ａ（図２参照）を作成する。すなわち、時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの
時間帯判別処理より以前に、予め、時間帯認識辞書１８Ａを作成する。
【００３６】
　本実施の形態では、時間帯判別部１６Ｂは、ＳＶＭ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｖｅｃｔｏｒ　
Ｍａｃｈｉｎｅ）を用いた機械学習方法を用いて、時間帯認識辞書１８Ａを予め作成する
。
【００３７】
　詳細には、時間帯判別部１６Ｂは、撮影時間帯ごとに予め撮影された複数の撮影画像Ｐ
を基準撮影画像として用いる。
【００３８】
　基準撮影画像とは、検出部１６Ｄが検出処理に用いる撮影画像Ｐとは別に、この検出処
理より前に、撮影装置１２によって予め撮影された撮影画像である。なお、基準撮影画像
は、検出部１６Ｄが検出処理に用いる撮影画像Ｐと同じ撮影装置１２で撮影された撮影画
像である。
【００３９】
　まず、時間帯判別部１６Ｂは、基準撮影画像における、平均輝度と低輝度ブロック数に
よって示されるサンプル点の群を、平均輝度と低輝度ブロック数によって定まる二次元空
間に登録する。図４は、基準撮影画像における、平均輝度（Ｉａｖ）と低輝度ブロック数
（Ｎｂｌｋ）によって示されるサンプル点の一例を示す図である。
【００４０】
　図４中、サンプル点群４０Ｂは、夜を示す撮影時間帯に撮影された基準撮影画像におけ
る、平均輝度と低輝度ブロック数によって示されるサンプル点の群である。また、サンプ
ル点群４０Ａは、昼を示す撮影時間帯に撮影された基準撮影画像における、平均輝度と低
輝度ブロック数によって示されるサンプル点の群である。
【００４１】
　時間帯判別部１６Ｂは、昼のサンプル点群４０Ａと夜のサンプル点群４０Ｂとを分離す
る分離面（ここでは、直線Ｌａ）を、昼のサンプル点群４０Ａと夜のサンプル点群４０Ｂ
の各々の境界線（直線Ｌａ１および直線Ｌａ２）間の距離ｄ（マージンと称される場合が
ある）が最大となるように配置する。そして、時間帯判別部１６Ｂは、この分離面（図４
では、直線Ｌａ）を示す評価関数を、時間帯認識辞書１８Ａとして算出する。下記式（１
）は、この直線Ｌａを示す評価関数を示す式である。
【００４２】
【数１】

【００４３】
　式（１）中、ｆ（Ｉａｖ，Ｎｂｌｋ）は、撮影画像Ｐの平均輝度と撮影画像Ｐの低輝度
ブロック数を時間帯判別時の特徴量として用いた場合の、評価関数（時間帯認識辞書１８
Ａ）である。式（１）中、Ａ、Ｂ、およびＣは、該評価関数の係数である。
【００４４】
　時間帯判別部１６Ｂは、式（１）に示す評価関数を予め作成し、時間帯認識辞書１８Ａ
として予め記憶部１８に記憶する。
【００４５】
　時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの撮影時間帯の判別時には、記憶部１８に記憶され
ている時間帯認識辞書１８Ａ（式（１）に示す評価関数）を用いて、該撮影画像Ｐの撮影
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【００４６】
　詳細には、時間帯判別部１６Ｂは、第１の算出部１６Ｈおよび第２の算出部１６Ｉによ
って算出した、撮影画像Ｐの平均輝度（Ｉａｖ）と低輝度ブロック数（Ｎｂｌｋ）を、式
（１）にあてはめることで、ｆ（Ｉａｖ，Ｎｂｌｋ）を算出する。
【００４７】
　そして、時間帯判別部１６Ｂは、算出したｆ（Ｉａｖ，Ｎｂｌｋ）の値が、予め定めた
閾値以上である場合、該撮影画像Ｐの撮影時間帯が昼を示すと判別する。一方、時間帯判
別部１６Ｂは、算出したｆ（Ｉａｖ，Ｎｂｌｋ）の値が、該閾値未満である場合、該撮影
画像Ｐの撮影時間帯が夜を示すと判別する。この閾値は、判別対象の撮影時間帯の撮影環
境の光強度に応じて、予め定めればよい。
【００４８】
　なお、時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの平均輝度と、該撮影画像Ｐの低輝度ブロッ
ク数と、該撮影画像Ｐにおけるブロック毎の平均輝度の分散値と、を含む特徴量に基づい
て、撮影時間帯を判別してもよい。
【００４９】
　この場合、時間帯判別部１６Ｂの第３の算出部１６Ｊが、撮影画像Ｐにおけるブロック
毎の平均輝度の分散値を算出する。第３の算出部１６Ｊは、第２の算出部１６Ｉが分割し
たブロック毎の、平均輝度の分散値を算出する。例えば、時間帯判別部１６Ｂは、下記式
（２）を用いて、分散値（σ）を算出する。
【００５０】

【数２】

【００５１】
　式（２）中、σは、撮影画像Ｐにおけるブロック毎の平均輝度の分散値を示す。式（２
）中、Ｎは、撮影画像Ｐに含まれるブロック数（すなわち、ｍ×ｎの値）を示す。Ｉｉは
、ｉ番目のブロックの平均輝度を示す。Ｉａｖは、撮影画像Ｐの全体の平均輝度を示す。
【００５２】
　この場合、時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの平均輝度と、該撮影画像Ｐの低輝度ブ
ロック数と、該撮影画像Ｐにおけるブロック毎の平均輝度の分散値と、を特徴量として用
いる時間帯認識辞書１８Ａを、予め作成すればよい。
【００５３】
　すなわち、時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの平均輝度と、該撮影画像Ｐの低輝度ブ
ロック数と、を特徴量として用いる場合と同様に、ＳＶＭ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｖｅｃｔｏ
ｒ　Ｍａｃｈｉｎｅ）を用いた機械学習方法を用いて、時間帯認識辞書１８Ａを予め作成
すればよい。この場合、時間帯判別部１６Ｂは、基準撮影画像における、平均輝度と低輝
度ブロック数と分散値とによって示されるサンプル点の群を、平均輝度と低輝度ブロック
数と分散値によって定まる三次元空間に登録すればよい。
【００５４】
　そして、時間帯判別部１６Ｂは、上記と同様にして、昼のサンプル点群と夜のサンプル
点群とを分離する分離面を、マージンが最大となるように配置する。そして、時間帯判別
部１６Ｂは、この分離面を示す評価関数を、時間帯認識辞書１８Ａとして算出すればよい
。下記式（３）は、撮影画像Ｐの平均輝度、撮影画像Ｐの低輝度ブロック数、および分散
値を、時間帯判別時の特徴量として用いる場合の、評価関数（時間帯認識辞書１８Ａ）で
ある。
【００５５】
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【数３】

【００５６】
　式（３）中、ｆ（Ｉａｖ，Ｎｂｌｋ，σ）は、撮影画像Ｐの平均輝度と撮影画像Ｐの低
輝度ブロック数と分散値とを時間帯判別時の特徴量として用いる場合の、評価関数（時間
帯認識辞書１８Ａ）である。式（３）中、Ａ、Ｂ、Ｃ、およびＤは、該評価関数の係数で
ある。
【００５７】
　このように、時間帯判別部１６Ｂは、例えば、式（３）に示す評価関数を予め作成し、
時間帯認識辞書１８Ａとして予め記憶部１８に記憶してもよい。
【００５８】
　この場合、時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの撮影時間帯の判別時には、記憶部１８
に記憶されている時間帯認識辞書１８Ａ（式（３）に示す評価関数）を用いて、該撮影画
像Ｐの撮影時間帯を判別する。
【００５９】
　詳細には、時間帯判別部１６Ｂは、第１の算出部１６Ｈ、第２の算出部１６Ｉ、および
第３の算出部１６Ｊの各々によって算出された、撮影画像Ｐの平均輝度（Ｉａｖ）、低輝
度ブロック数（Ｎｂｌｋ）、および分散値（σ）を得る。そして、時間帯判別部１６Ｂは
、これらの平均輝度（Ｉａｖ）、低輝度ブロック数（Ｎｂｌｋ）、および分散値（σ）を
、式（３）にあてはめることで、ｆ（Ｉａｖ，Ｎｂｌｋ，σ）を算出する。
【００６０】
　そして、時間帯判別部１６Ｂは、算出したｆ（Ｉａｖ，Ｎｂｌｋ，σ）の値が、予め定
めた閾値以上である場合、該撮影画像Ｐの撮影時間帯が昼を示すと判別する。一方、時間
帯判別部１６Ｂは、算出したｆ（Ｉａｖ，Ｎｂｌｋ，σ）の値が、該閾値未満である場合
、該撮影画像Ｐの撮影時間帯が夜を示すと判別する。この閾値は、予め定めればよい。
【００６１】
　時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐと、該撮影画像Ｐの判別した撮影時間帯と、を選択
部１６Ｃへ出力する。
【００６２】
　図２へ戻り、選択部１６Ｃは、時間帯判別部１６Ｂが判別した撮影時間帯に対応する信
号認識辞書１８Ｃを選択する。
【００６３】
　信号認識辞書１８Ｃは、検出部１６Ｄが、撮影時間帯に応じて、信号機３０の信号領域
および信号機３０の示す信号色を検出するために用いる辞書データである。信号認識辞書
１８Ｃは、撮影時間帯に対応づけて、記憶部１８に予め記憶されている。
【００６４】
　本実施の形態では、記憶部１８は、信号認識辞書ＤＢ１８Ｂを予め記憶する。図５は、
信号認識辞書ＤＢ１８Ｂのデータ構成の一例を示す模式図である。信号認識辞書ＤＢ１８
Ｂは、撮影時間帯と、撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃと、を対応づけたもので
ある。
【００６５】
　信号認識辞書１８Ｃは、対応する撮影時間帯に撮影した基準撮影画像に含まれる信号機
３０の示す、複数種類の基準信号色の各々に対応する色値の範囲を示す。
【００６６】
　本実施の形態では、色値として、（Ｙ，Ｕ，Ｖ）色空間の（Ｕ，Ｖ）値を用いる場合を
説明する。また、本実施の形態では、色値の範囲として、（Ｕ，Ｖ）値の分布範囲を用い
る場合を説明する。
【００６７】
　基準信号色は、信号機３０の示す信号色（すなわち、点灯色）として予め定められた種
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類の色である。基準信号色は、国や地域の交通規則によって異なる。本実施の形態では、
一例として、基準信号色は、赤色、青色、黄色、の３種類である場合を一例として説明す
る。
【００６８】
　同様に、後述する検出部１６Ｄが検出する信号色も、赤色、青色、黄色、の３種類であ
る場合を説明する。なお、以下では、信号機３０の示す信号色が赤色である場合を赤信号
、信号機３０の示す信号色が青色である場合を青信号、信号機３０の示す信号色が黄色で
ある場合を黄信号、と称して説明する場合がある。
【００６９】
　本実施では、信号認識辞書１８Ｃは、複数種類の基準信号色の各々に対応する、信号色
認識辞書を含む。信号色認識辞書は、対応する撮影時間帯に撮影した基準撮影画像におけ
る、対応する基準信号色を示す信号機の、信号色の色値の範囲を示す。
【００７０】
　具体的には、本実施の形態では、信号認識辞書１８Ｃは、青信号認識辞書と、赤信号認
識辞書と、黄信号認識辞書と、を信号色認識辞書として含む。青信号認識辞書は、基準信
号色“青色”に対応する信号色認識辞書である。赤信号認識辞書は、基準信号色“赤色”
に対応する信号色認識辞書である。黄信号認識辞書は、基準信号色“黄色”に対応する信
号色認識辞書である。
【００７１】
　ここで、画像取得部１６Ａが取得する撮影画像Ｐは、上述したように、オートゲイン機
能を有する撮影装置１２によって撮影されたものである。このため、撮影時間帯によって
は、信号機３０における信号３０Ａを示す領域（点灯している領域）の光量が飽和した撮
影画像Ｐが得られる。
【００７２】
　図６および図７は、撮影時間帯の異なる撮影画像Ｐの一例を示す図である。なお、図６
よび図７は、青信号の信号機３０を撮影した撮影画像Ｐである。また、図６は、撮影時間
帯が昼を示す撮影画像Ｐの一例を示す模式図である。図７は、撮影時間帯が夜を示す撮影
画像Ｐの一例を示す模式図である。
【００７３】
　図６に示すように、撮影時間帯が撮影環境の光強度の大きい昼を示す場合、撮影画像Ｐ
における信号３０Ａを示す領域３１Ａの色値が、信号３０Ａの信号色に相当する青色を示
す。
【００７４】
　一方、図７に示すように、撮影時間帯が撮影環境の光強度の小さい夜を示す場合、撮影
画像Ｐにおける信号３０Ａを示す領域３１Ａの色値は、光量の飽和により白色を示す。ま
た、撮影時間帯が撮影環境の光強度の小さい夜である場合、撮影画像Ｐにおける信号を示
す領域３１Ａの周辺の周辺領域３５Ｂの色値が、信号３０Ａの信号色に相当する青色を示
すこととなる。
【００７５】
　すなわち、撮影時間帯が夜を示す場合、信号３０Ａを示す領域３１Ａではなく、信号３
０Ａを示す領域３１Ａの周辺の、周辺領域３５Ｂの色値が、信号３０Ａの信号色に相当す
る色を示すこととなる。
【００７６】
　このため、本実施の形態では、夜を示す撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃ（青
信号認識辞書、赤信号認識辞書、黄信号認識辞書）は、夜を示す撮影時間帯に撮影した基
準撮影画像ＰＡにおける、信号機３０の信号３０Ａを示す領域３１Ａの周辺領域３５Ｂの
、色値の範囲を示す（図７参照）。
【００７７】
　一方、昼を示す撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃ（青信号認識辞書、赤信号認
識辞書、黄信号認識辞書）は、昼を示す撮影時間帯に撮影した基準撮影画像ＰＡにおける
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、信号機３０の信号３０Ａを示す領域３１Ａの、色値の範囲を示す（図６参照）。
【００７８】
　図２に戻り、これらの撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃ（青信号認識辞書、赤
信号認識辞書、黄信号認識辞書）は、学習部１６Ｋによって予め作成される。学習部１６
Ｋは、検出部１６Ｄによる撮影画像Ｐの検出処理より前に、予め信号認識辞書１８Ｃを作
成する。学習部１６Ｋは、基準撮影画像ＰＡを学習する事で、信号認識辞書１８Ｃを予め
作成し、記憶部１８に予め記憶する。
【００７９】
　本実施の形態では、学習部１６Ｋは、ＳＶＭを用いた機械学習方法を用いて、撮影時間
帯に対応する信号認識辞書１８Ｃ（青信号認識辞書、赤信号認識辞書、黄信号認識辞書）
を予め作成する。
【００８０】
　詳細には、学習部１６Ｋは、撮影時間帯ごとに撮影装置１２によって予め撮影された複
数の撮影画像Ｐを、基準撮影画像ＰＡとして用いる。また、学習部１６Ｋは、撮影時間帯
ごとに、基準信号色の各々を示した状態の信号機３０を各々含む、基準撮影画像ＰＡを用
いる。具体的には、学習部１６Ｋは、撮影時間帯ごとに、青信号の信号機３０を含む基準
撮影画像ＰＡと、赤信号の信号機３０を含む基準撮影画像ＰＡと、黄信号の信号機３０を
含む基準撮影画像ＰＡと、を用いて、撮影時間帯および基準信号色ごとに機械学習を行う
。
【００８１】
　以下、学習部１６Ｋによる信号認識辞書１８Ｃ（青信号認識辞書、赤信号認識辞書、黄
信号認識辞書）の生成について、詳細に説明する。
【００８２】
　学習部１６Ｋは、撮影時間帯および基準信号色の組合せの各々に対応する複数の基準撮
影画像ＰＡを用いて、撮影時間帯および基準信号色ごとに、信号機３０の信号３０Ａの（
Ｕ，Ｖ）値を、該Ｕ値とＶ値とによって規定される二次元空間に登録する。
【００８３】
　具体的には、学習部１６Ｋは、撮影時間帯が昼を示す基準撮影画像ＰＡを用いて、基準
信号色ごとに、信号機３０の信号３０Ａを示す領域３１Ａの（Ｕ，Ｖ）値を、該二次元空
間に登録する。そして、学習部１６Ｋは、この登録結果を用いて、撮影時間帯“昼”に対
応する信号認識辞書１８Ｃを作成する。また、学習部１６Ｋは、撮影時間帯が夜を示す基
準撮影画像ＰＡを用いて、基準信号色ごとに、信号機３０の信号３０Ａを示す領域３１Ａ
の周辺の、周辺領域３５Ｂの（Ｕ，Ｖ）値を、該二次元空間に登録する。そして、学習部
１６Ｋは、この登録結果を用いて、撮影時間帯“夜”に対応する信号認識辞書１８Ｃを作
成する。
【００８４】
　まず、昼を示す撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃの作成について、詳細に説明
する。
【００８５】
　図８は、撮影時間帯が昼を示し、且つ、基準信号色“青色”に対応する、青信号認識辞
書によって示される（Ｕ，Ｖ）値の分布の一例を示す図である。言い換えると、図８は、
撮影時間帯が昼を示す基準撮影画像ＰＡにおける、青信号の信号機３０の信号３０Ａを示
す領域３１Ａ（図６参照）の、（Ｕ，Ｖ）値を二次元空間に登録した図である。
【００８６】
　図８中、（Ｕ，Ｖ）値分布４１Ｂは、昼を示す撮影時間帯に撮影された基準撮影画像Ｐ
Ａにおける、青信号の信号機３０の信号３０Ａを示す領域３１Ａ（図６参照）の（Ｕ，Ｖ
）値の分布を示す。本実施の形態では、学習部１６Ｋは、更に、該基準撮影画像ＰＡにお
ける該領域３１Ａ以外の領域の（Ｕ，Ｖ）値分布４１Ａを登録する。すなわち、（Ｕ，Ｖ
）値分布４１Ａは、基準撮影画像ＰＡにおける、青信号の信号３０Ａを示す領域３１Ａ以
外の領域の色値の分布である。
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【００８７】
　学習部１６Ｋは、青信号を示す（Ｕ，Ｖ）値分布４１Ｂと、青信号以外の（Ｕ，Ｖ）値
分布４１Ａと、を分離する分離面（ここでは、直線Ｌｂ）を、（Ｕ，Ｖ）値分布４１Ｂと
（Ｕ，Ｖ）値分布４１Ａの各々の境界線（直線Ｌｂ１および直線Ｌｂ２）間の距離ｄが最
大となるように配置する。そして、学習部１６Ｋは、この分離面（図８では、直線Ｌｂ）
を示す評価関数を算出する。下記式（４）は、この直線Ｌｂを示す評価関数を示す式であ
る。
【００８８】
【数４】

【００８９】
　式（４）中、ｆ（Ｕ，Ｖ）は、青信号認識辞書を示す評価関数である。式（４）中、ａ
、ｂ、およびｃは、評価関数の係数である。
【００９０】
　このようにして、学習部１６Ｋは、昼を示す撮影時間帯に対応する、青信号認識辞書（
式（４）に示す評価関数）を算出する。また、学習部１６Ｋは、赤信号認識辞書および黄
信号認識辞書についても、各信号色を示す信号機３０を昼に撮影した基準撮影画像ＰＡを
用いて、同様にして算出する。なお、昼を示す撮影時間帯に対応する、青信号認識辞書、
赤信号認識辞書、および黄信号認識辞書の各々に対応する評価関数に含まれる係数（ａ，
ｂ，ｃ）は、各辞書に応じた値となり、少なくとも１つの係数が互いに異なる。
【００９１】
　これにより、学習部１６Ｋは、昼を示す撮影時間帯に対応する、信号認識辞書１８Ｃ（
青信号認識辞書、赤信号認識辞書、黄信号認識辞書）を作成する。すなわち、学習部１６
Ｋは、昼を示す撮影時間帯に撮影した基準撮影画像ＰＡにおける、信号機３０の信号３０
Ａを示す領域３１Ａの色値の範囲を示す、信号認識辞書１８Ｃ（青信号認識辞書、赤信号
認識辞書、黄信号認識辞書）を作成する。
【００９２】
　次に、夜を示す撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃの作成について説明する。
【００９３】
　図９は、撮影時間帯が夜を示し、且つ、基準信号色“青色”に対応する、青信号認識辞
書によって示される（Ｕ，Ｖ）値の分布の一例を示す図である。言い換えると、図９は、
撮影時間帯が夜を示す基準撮影画像ＰＡにおける、青信号の信号機３０の信号３０Ａを示
す領域３１Ａの周辺の周辺領域３５Ｂ（図７参照）の、（Ｕ，Ｖ）値を、二次元空間に登
録した図である。
【００９４】
　図９中、（Ｕ，Ｖ）値分布４２Ｂは、夜を示す撮影時間帯に撮影された基準撮影画像Ｐ
Ａにおける、青信号の信号機３０の信号３０Ａを示す領域３１Ａの周辺の周辺領域３５Ｂ
（図７参照）の、（Ｕ，Ｖ）値の分布を示す。本実施の形態では、学習部１６Ｋは、更に
、該基準撮影画像ＰＡにおける該周辺領域３５Ｂ以外の領域の（Ｕ，Ｖ）値分布４２Ａを
登録する。すなわち、（Ｕ，Ｖ）値分布４２Ａは、基準撮影画像ＰＡにおける、青信号の
色値以外の色値の分布である。
【００９５】
　学習部１６Ｋは、青信号を示す（Ｕ，Ｖ）値分布４２Ｂと、青信号以外の（Ｕ，Ｖ）値
分布４２Ａと、を分離する分離面（ここでは、直線Ｌｃ）を、（Ｕ，Ｖ）値分布４２Ｂと
（Ｕ，Ｖ）値分布４２Ａの各々の境界線（直線Ｌｃ１および直線Ｌｃ２）間の距離ｄが最
大となるように配置する。そして、学習部１６Ｋは、この分離面（図９では、直線Ｌｃ）
を示す評価関数を算出する。この評価関数は、上記式（４）と同様であり、係数（ａ，ｂ
，ｃ）の少なくとも１つが上記とは異なる値となる。
【００９６】
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　このようにして、学習部１６Ｋは、夜を示す撮影時間帯に対応する、青信号認識辞書（
式（４）に示す評価関数）を算出する。また、学習部１６Ｋは、赤信号認識辞書および黄
信号認識辞書についても、各信号色を示す信号機３０を夜に撮影した基準撮影画像ＰＡを
用いて、同様にして算出する。夜を示す撮影時間帯に対応する、青信号認識辞書、赤信号
認識辞書、および黄信号認識辞書の各々に対応する評価関数に含まれる係数（ａ，ｂ，ｃ
）は、各辞書に応じた値となる。
【００９７】
　これにより、学習部１６Ｋは、夜を示す撮影時間帯に対応する、信号認識辞書１８Ｃ（
青信号認識辞書、赤信号認識辞書、黄信号認識辞書）を作成する。すなわち、学習部１６
Ｋは、夜を示す撮影時間帯に撮影した基準撮影画像ＰＡにおける、信号機３０の信号３０
Ａを示す領域３１Ａの周辺領域３５Ｂの、色値の範囲を示す、信号認識辞書１８Ｃ（青信
号認識辞書、赤信号認識辞書、黄信号認識辞書）を作成する。
【００９８】
　なお、学習部１６Ｋは、図８や図９に示すような、基準信号色に対応する色値の範囲（
（Ｕ，Ｖ）値分布４１Ｂ、（Ｕ，Ｖ）値分布４２Ｂ）を、信号認識辞書１８Ｃとして記憶
部１８に記憶してもよい。また、上述のように、学習部１６Ｋは、該分布から得られる上
記式（４）に示す評価関数を、信号認識辞書１８Ｃとして記憶部１８に記憶してもよい。
【００９９】
　本実施の形態では、学習部１６Ｋは、撮影時間帯および基準信号色に対応する上記式（
４）に示す評価関数を、信号認識辞書１８Ｃとして作成し、記憶部１８に予め記憶する場
合を説明する。
【０１００】
　図２に戻り、説明を続ける。上述したように、選択部１６Ｃは、時間帯判別部１６Ｂが
判別した撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃを選択する。詳細には、選択部１６Ｃ
は、時間帯判別部１６Ｂが判別した撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃ（青信号認
識辞書、赤信号認識辞書、黄信号認識辞書）を、記憶部１８の信号認識辞書ＤＢ１８Ｂか
ら読取る。これにより、選択部１６Ｃは、判別した撮影時間帯に対応する信号認識辞書１
８Ｃを選択する。
【０１０１】
　検出部１６Ｄは、時間帯判別部１６Ｂが判別した撮影時間帯に基づいて、撮影画像Ｐに
おける信号機３０の信号領域および該信号機３０の示す信号色を検出する。
【０１０２】
　本実施の形態では、検出部１６Ｄは、選択部１６Ｃが選択した信号認識辞書１８Ｃを用
いて、信号領域および信号色を検出する。
【０１０３】
　検出部１６Ｄは、特定部１６Ｆと、認識部１６Ｇと、を含む。
【０１０４】
　特定部１６Ｆは、撮影画像Ｐにおける、選択部１６Ｃが選択した信号認識辞書１８Ｃに
示される基準信号色の色値の範囲に属する領域を、信号候補領域として特定する。また、
特定部１６Ｆは、該信号候補領域の色値に対応する種類の基準信号色を、信号色として特
定する。
【０１０５】
　詳細には、特定部１６Ｆは、まず、撮影画像Ｐが（Ｒ，Ｇ，Ｂ）色空間の撮影画像デー
タである場合、（Ｙ，Ｕ，Ｖ）色空間の撮影画像データに変換する。なお、撮影画像Ｐが
（Ｙ，Ｕ，Ｖ）色空間の撮影画像データである場合には、この変換は行わなくてもよい。
【０１０６】
　特定部１６Ｆは、例えば、下記式（５）を用いて、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）色空間の撮影画像Ｐ
を、（Ｙ，Ｕ，Ｖ）色空間の撮影画像Ｐに変換する。
【０１０７】
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【数５】

【０１０８】
　そして、特定部１６Ｆは、（Ｙ，Ｕ，Ｖ）色空間の撮影画像Ｐを構成する画素ごとに、
画素の（Ｕ，Ｖ）値が、撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃに示される基準信号色
の色値の範囲に属する領域を、信号候補領域として特定する。また、特定部１６Ｆは、該
信号候補領域の色値に対応する種類の基準信号色を、信号色として特定する。
【０１０９】
　詳細には、まず、特定部１６Ｆは、選択部１６Ｃが選択した信号認識辞書１８Ｃ（青信
号認識辞書、赤信号認識辞書、黄信号認識辞書）に対応する評価関数（上記式（４）参照
）を読取る。すなわち、特定部１６Ｆは、撮影時間帯に対応する、基準信号色ごとの信号
認識辞書１８Ｃ（青信号認識辞書、赤信号認識辞書、黄信号認識辞書）の各々を示す評価
関数を読取る。
【０１１０】
　そして、特定部１６Ｆは、（Ｙ，Ｕ，Ｖ）色空間の撮影画像Ｐを構成する画素ごとに、
画素の（Ｕ，Ｖ）値を、これらの評価関数を示す式（式（４））に代入する。そして、特
定部１６Ｆは、算出した評価関数によって示される値が、予め定めた閾値以上である画素
を、信号候補領域を構成する画素と判断する。この閾値は、予め定めればよい。この判断
により、特定部１６Ｆは、撮影画像Ｐにおける、撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８
Ｃに示される基準信号色の色値の範囲に属する領域を、信号候補領域として特定する。
【０１１１】
　また、特定部１６Ｆは、該信号候補領域の色値に対応する種類の基準信号色を、信号色
として特定する。詳細には、該信号候補領域の画素の（Ｕ，Ｖ）値が閾値以上であると判
断したときに用いた評価関数（青信号認識辞書、赤信号認識辞書、および黄信号認識辞書
の何れか）に対応する基準信号色を、該信号候補領域の信号色として特定する。この閾値
は、予め定めればよい。
【０１１２】
　認識部１６Ｇは、特定部１６Ｆが特定した信号候補領域に基づいて、撮影画像Ｐにおけ
る信号領域を認識する。これによって、検出部１６Ｄは、撮影画像Ｐにおける信号領域お
よび信号色を検出する。
【０１１３】
　検出部１６Ｄによる検出処理について、具体的に説明する。
【０１１４】
　まず、撮影画像Ｐの撮影時間帯が昼を示す場合について、具体的に説明する。
【０１１５】
　図１０～図１４は、撮影画像Ｐの撮影時間帯が昼を示す場合の、信号領域および信号色
の検出処理の一例の説明図である。
【０１１６】
　例えば、特定部１６Ｆが、撮影時間帯が昼を示す撮影画像Ｐ（図６参照）から、信号候
補領域３２Ａを特定する（図１０参照）。上述したように、特定部１６Ｆは、撮影時間帯
“昼”に対応する信号認識辞書１８Ｃを用いて、信号候補領域および信号色を特定する。
【０１１７】
　ここで、上述したように、昼を示す撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃは、昼を
示す撮影時間帯に撮影した基準撮影画像ＰＡにおける、信号機３０の信号３０Ａを示す領
域３１Ａの色値の範囲を示す。
【０１１８】
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　このため、特定部１６Ｆは、例えば、図６に示す撮影画像Ｐから、信号３０を示す領域
３１Ａに相当する領域を、信号候補領域３２Ａとして特定する（図１０参照）。
【０１１９】
　認識部１６Ｇは、特定された信号候補領域３２Ａに基づいて、信号領域を認識する。
【０１２０】
　ここで、特定部１６Ｆは、信号色を示す実際の領域より狭い範囲を、信号候補領域３２
Ａとして特定する場合がある。すなわち、信号領域として本来特定されるべき画素が、ノ
イズなどの影響により抽出されない場合がある。
【０１２１】
　そこで、認識部１６Ｇは、信号候補領域３２Ａを膨張させる。これによって、認識部１
６Ｇは、信号候補領域３２Ａを膨張させた膨張領域３３Ａを得る（図１１参照）。具体的
には、認識部１６Ｇは、信号候補領域３２Ａと、信号候補領域３２Ａの外周に該外周から
外側に向かって連続する１または複数の画素と、を、膨張領域３３Ａとして得る。
【０１２２】
　膨張させる画素数は、予め定めればよい。例えば、認識部１６Ｇは、信号候補領域３２
Ａの外周に、該外周から外側に向かって７画素分連続する領域を加えることで、膨張領域
３３Ａとして得る。
【０１２３】
　次に、認識部１６Ｇは、膨張領域３３Ａに予め定めた形状の定型領域が含まれる場合、
該定型領域を含む領域を、信号領域として認識する。この予め定めた形状には、撮影画像
Ｐに含まれる信号機３０の信号３０Ａの形状を予め定めればよい。本実施の形態では、こ
の形状は、円形である場合を一例として説明する。
【０１２４】
　なお、信号３０Ａの形状は、国や地域など毎に定められた交通規則によって異なる。こ
のため、情報処理装置１０では、検出対象の信号機３０の信号３０Ａの形状に応じて、認
識部１６Ｇが認識に用いる形状を予め定めればよい。
【０１２５】
　本実施の形態では、認識部１６Ｇは、膨張領域３３ＡをＨｏｕｇｈ変換し、膨張領域３
３Ａに円形の定型領域３１Ａ’が抽出できるか否かを判定する（図１２参照）。抽出でき
た場合、認識部１６Ｇは、定型領域３１Ａ’を含む領域を、信号領域として認識する。
【０１２６】
　本実施の形態では、認識部１６Ｇは、膨張領域３３Ａ内の定型領域３１Ａ’に外接する
矩形の領域を、信号領域３４Ａとして認識する（図１３参照）。
【０１２７】
　このようにして、検出部１６Ｄは、撮影画像Ｐから、特定部１６Ｆが特定した信号色、
および、認識部１６Ｇが認識した信号領域３４Ａを、検出する（図１４参照）。
【０１２８】
　次に、撮影画像Ｐの撮影時間帯が夜を示す場合について、具体的に説明する。
【０１２９】
　図１５～図１８は、撮影画像Ｐの撮影時間帯が夜を示す場合の、信号領域および信号色
の検出処理の一例の説明図である。
【０１３０】
　例えば、特定部１６Ｆは、撮影時間帯が夜を示す撮影画像Ｐから、信号候補領域３２Ｂ
を特定する（図１５参照）。この場合、特定部１６Ｆは、撮影時間帯“夜”に対応する信
号認識辞書１８Ｃを用いて、信号候補領域および信号色を特定する。ここで、上述したよ
うに、夜を示す撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃは、夜を示す撮影時間帯に撮影
した基準撮影画像ＰＡにおける、信号機３０の信号３０Ａを示す領域３１Ａの周辺領域３
５Ｂの、色値の範囲を示す（図７参照）。
【０１３１】
　このため、特定部１６Ｆは、例えば、図７に示す撮影画像Ｐから、信号３０を示す領域
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３１Ａの周辺の周辺領域３５Ｂに相当する領域を、信号候補領域３２Ｂとして特定する（
図１５参照）。
【０１３２】
　認識部１６Ｇは、特定された信号候補領域３２Ｂに基づいて、信号領域を認識する。
【０１３３】
　ここで、特定部１６Ｆは、信号色を示す実際の領域より狭い範囲を、信号候補領域３２
Ｂとして特定する場合がある。そこで、認識部１６Ｇは、信号候補領域３２Ｂを膨張させ
る。これによって、認識部１６Ｇは、信号候補領域３２Ｂを膨張させた膨張領域３３Ｂを
得る（図１６参照）。具体的には、認識部１６Ｇは、信号候補領域３２Ｂと、信号候補領
域３２Ｂの外周に該外周から外側に向かって連続する１または複数の画素と、を、膨張領
域３３Ｂとして得る。すなわち、この膨張領域３３Ｂが、信号候補領域３２Ｂに比べて、
周辺領域３５Ｂ（図５参照）により近い領域となる。
【０１３４】
　次に、認識部１６Ｇは、膨張領域３３Ｂに予め定めた形状の定型領域が含まれる場合、
該定型領域を含む領域を、信号領域として認識する。予め定めた形状は、上記と同様であ
る。
【０１３５】
　本実施の形態では、認識部１６Ｇは、膨張領域３３ＢをＨｏｕｇｈ変換し、膨張領域３
３Ｂに円形の定型領域３１Ａ’が抽出できるか否かを判定する（図１７参照）。抽出でき
た場合、認識部１６Ｇは、定型領域３１Ａ’を含む領域を、信号領域として認識する。
【０１３６】
　本実施の形態では、認識部１６Ｇは、膨張領域３３Ｂ内の定型領域３１Ａ’に外接する
矩形の領域を、信号領域３４Ａとして認識する（図１８参照）。このようにして、検出部
１６Ｄは、特定部１６Ｆが特定した信号色、および、認識部１６Ｇが認識した信号領域３
４Ａを、検出する。
【０１３７】
　図２に戻り説明を続ける。検出部１６Ｄは、検出した信号色および信号領域３４Ａを含
む検出結果を、検出結果出力部１６Ｅへ出力する。
【０１３８】
　検出結果出力部１６Ｅは、検出部１６Ｄから受付けた検出結果を、外部装置へ出力する
。外部装置は、検出結果を用いて、各種処理を行う公知の装置である。例えば、外部装置
は、検出結果を用いて、車両２０の運転者の運転支援などを行う。具体的には、外部装置
は、認識結果を用いて、車両２０の運転状況を判断し、判断結果に応じて運転者への警告
信号を出力する。また、判断結果に応じて、運転者の運転の質を評価する。
【０１３９】
　検出結果出力部１６Ｅは、公知の通信手段を用いて、無線通信などにより外部装置へ検
出結果を出力すればよい。なお、検出結果出力部１６Ｅは、検出結果を、記憶部１８や外
部メモリなどに記憶してもよい。
【０１４０】
　次に、本実施の形態の情報処理装置１０が実行する情報処理の手順の一例を説明する。
図１９は、情報処理装置１０が実行する情報処理の手順の一例を示すフローチャートであ
る。
【０１４１】
　まず、画像取得部１６Ａが撮影画像Ｐを取得する（ステップＳ１００）。次に、時間帯
判別部１６Ｂが、ステップＳ１００で取得した撮影画像Ｐの撮影時間帯を判別する、撮影
時間帯判別処理を実行する（ステップＳ１０２）（詳細後述）。
【０１４２】
　次に、選択部１６Ｃが、ステップＳ１０２で判別した撮影時間帯に対応する信号認識辞
書１８Ｃを選択する（ステップＳ１０４）。
【０１４３】
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　次に、検出部１６Ｄが、ステップＳ１００で取得した撮影画像Ｐと、ステップＳ１０４
で選択した信号認識辞書１８Ｃと、を用いて、検出処理を実行する（ステップＳ１０６）
（詳細後述）。ステップＳ１０６の処理によって、検出部１６Ｄは、ステップＳ１００で
取得した撮影画像Ｐにおける、信号機３０の信号領域および信号色を検出する。
【０１４４】
　次に、検出結果出力部１６Ｅが、ステップＳ１０６の検出結果を出力する（ステップＳ
１０８）。そして、本ルーチンを終了する。
【０１４５】
　次に、撮影時間帯判別処理（図１９、ステップＳ１０２）の手順を説明する。図２０は
、時間帯判別部１６Ｂが実行する、撮影時間帯判別処理の手順の一例を示すフローチャー
トである。
【０１４６】
　まず、時間帯判別部１６Ｂの第１の算出部１６Ｈが、ステップＳ１００（図１９参照）
で取得した撮影画像Ｐの全体の平均輝度を算出する（ステップ２００）。
【０１４７】
　次に、時間帯判別部１６Ｂの第２の算出部１６Ｉが、ステップＳ１００（図１９参照）
で取得した撮影画像Ｐを複数のブロックに分割する（ステップＳ２０２）。次に、第２の
算出部１６Ｉは、ブロックの各々ごとに、平均輝度を算出する（ステップＳ２０４）。
【０１４８】
　次に、第２の算出部１６Ｉは、ステップＳ１００（図１９参照）で取得した撮影画像Ｐ
における平均輝度が閾値以下のブロックの数を、該撮影画像Ｐにおける低輝度ブロック数
として算出する（ステップＳ２０６）。
【０１４９】
　次に、時間帯判別部１６Ｂの第３の算出部１６Ｊが、ステップＳ１００（図１９参照）
で取得した撮影画像Ｐにおける、ブロック毎の平均輝度の分散値を算出する（ステップＳ
２０８）。
【０１５０】
　次に、時間帯判別部１６Ｂは、ステップＳ２００で算出した撮影画像Ｐの平均輝度と、
ステップＳ２０６で算出した低輝度ブロック数と、ステップＳ２０８で算出した平均輝度
の分散値と、に基づいて、撮影時間帯を判別する（ステップＳ２１０）。そして、本ルー
チンを終了する。
【０１５１】
　次に、検出処理（図１９、ステップＳ１０６）の手順を説明する。図２１は、検出部１
６Ｄが実行する、検出処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【０１５２】
　まず、検出部１６Ｄの特定部１６Ｆは、ステップＳ１０４（図１９参照）で選択部１６
Ｃが選択した信号認識辞書１８Ｃを用いて、ステップＳ１００（図１９参照）で取得した
撮影画像Ｐにおける信号候補領域と、信号色と、を特定する（ステップＳ３００）。
【０１５３】
　次に、検出部１６Ｄの認識部１６Ｇが、信号候補領域を膨張させる（ステップＳ３０２
）。これによって、認識部１６Ｇは、信号候補領域を膨張させた膨張領域を得る。
【０１５４】
　次に、認識部１６Ｇは、膨張領域をＨｏｕｇｈ変換し、膨張領域に円形の定型領域が抽
出できるか否かを判定する（ステップＳ３０４）。抽出できた場合、認識部１６Ｇは、該
定型領域に外接する矩形の領域を、信号領域３４Ａとして認識する（ステップＳ３０６）
。そして、本ルーチンを終了する。
【０１５５】
　このようにして、検出部１６Ｄは、ステップＳ３００で特定した信号色、および、ステ
ップＳ３０６で認識した信号領域３４Ａを、検出する。
【０１５６】
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　以上説明したように、本実施の形態の情報処理装置１０は、画像取得部１６Ａと、時間
帯判別部１６Ｂと、検出部１６Ｄと、を備える。画像取得部１６Ａは、撮影画像Ｐを取得
する。時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの撮影時間帯を判別する。検出部１６Ｄは、判
別した撮影時間帯に基づいて、撮影画像Ｐにおける信号機３０の信号領域３４Ａおよび該
信号機３０の示す信号色を検出する。
【０１５７】
　このように、本実施の形態の情報処理装置１０は、撮影画像Ｐの撮影時間帯に応じて、
撮影画像Ｐから信号色および信号領域３４Ａを検出する。
【０１５８】
　従って、本実施の形態の情報処理装置１０は、撮影画像Ｐから信号機３０の信号領域３
４Ａおよび信号色を精度良く検出することができる。
【０１５９】
　また、情報処理装置１０は、撮影時間帯に拘らず、撮影画像Ｐから信号機３０の信号領
域３４Ａおよび信号色を精度良く検出することができる。また、情報処理装置１０は、１
枚の撮影画像Ｐを用いて、該撮影画像Ｐから信号領域３４Ａおよび信号色を検出するので
、検出時間の短縮を図ることができる。
【０１６０】
　また、時間帯判別部１６Ｂは、第１の算出部１６Ｈと、第２の算出部１６Ｉと、を有す
る。第１の算出部１６Ｈは、撮影画像Ｐの平均輝度を算出する。第２の算出部１６Ｉは、
撮影画像Ｐを複数のブロックに分割し、平均輝度が閾値以下のブロックの数としての低輝
度ブロック数を算出する。そして、時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの平均輝度と、低
輝度ブロック数と、を含む特徴量に基づいて、撮影時間帯を判別する。
【０１６１】
　また、時間帯判別部１６Ｂは、第１の算出部１６Ｈと、第２の算出部１６Ｉと、第３の
算出部１６Ｊと、を有する。第１の算出部１６Ｈは、撮影画像Ｐの平均輝度を算出する。
第２の算出部１６Ｉは、撮影画像Ｐを複数のブロックに分割し、平均輝度が閾値以下のブ
ロックの数としての低輝度ブロック数を算出する。第３の算出部１６Ｊは、撮影画像Ｐに
おけるブロック毎の平均輝度の分散値を算出する。そして、時間帯判別部１６Ｂは、撮影
画像Ｐの平均輝度と、低輝度ブロック数と、分散値と、を含む特徴量に基づいて、撮影時
間帯を判別する。
【０１６２】
　また、時間帯判別部１６Ｂは、撮影画像Ｐの撮影時間帯が昼または夜を示すと判別する
。このため、本実施の形態の情報処理装置１０は、撮影画像Ｐの撮影時間帯が昼から夜、
または夜から昼に変化しても、各撮影時間帯に撮影された撮影画像Ｐから、精度良く、信
号機３０の信号領域３４Ａおよび信号色を精度良く検出することができる。
【０１６３】
　選択部１６Ｃは、判別した撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃを選択する。検出
部１６Ｄは、選択した信号認識辞書１８Ｃを用いて、信号領域３４Ｂおよび信号色を検出
する。
【０１６４】
　信号認識辞書１８Ｃは、対応する撮影時間帯に撮影した基準撮影画像に含まれる信号機
３０の示す、複数種類の基準信号色の各々に対応する色値の範囲を示す。検出部１６Ｄは
、特定部１６Ｆと、認識部１６Ｇと、を含む。特定部１６Ｆは、撮影画像Ｐにおける、選
択した信号認識辞書１８Ｃに示される基準信号色の色値の範囲に属する領域を、信号候補
領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域３２Ｂ）として特定する。また、特定部１６Ｆ
は、該信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域３２Ｂ）の色値に対応する種類
の基準信号色を、信号色として特定する。認識部１６Ｇは、信号候補領域（信号候補領域
３２Ａ、信号候補領域３２Ｂ）に基づいて信号領域３４Ｂを認識する。検出部１６Ｄは、
特定した信号色および認識した信号領域３４Ｂを検出する。
【０１６５】
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　夜を示す撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃは、夜を示す撮影時間帯に撮影した
基準撮影画像における信号機３０の信号を示す領域の周辺領域の色値の範囲を示す。
【０１６６】
　昼を示す撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃは、昼を示す撮影時間帯に撮影した
基準撮影画像における信号機３０の信号を示す領域の色値の範囲を示す。
【０１６７】
　認識部１６Ｇは、特定された信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域３２Ｂ
）を膨張した膨張領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域３３Ｂ）に予め定めた形状の定型領域
が含まれる場合、該定型領域を含む領域を、信号領域３４Ｂとして認識する。
【０１６８】
　認識部１６Ｇは、膨張領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域３３Ｂ）に円形の定型領域が含
まれる場合、該定型領域を含む領域を信号領域３４Ｂとして認識する。
【０１６９】
（第２の実施の形態）
　本実施の形態では、撮影画像Ｐに含まれる信号機３０以外の被写体が、信号領域（信号
領域３４Ｂ）として誤認識されることを抑制する。
【０１７０】
　図１は、本実施の形態の情報処理装置１１Ａの一例の説明図である。本実施の形態では
、第１の実施の形態の情報処理装置１０と同様に、情報処理装置１１Ａを車両２０に搭載
した形態を一例として説明する。
【０１７１】
　次に、情報処理装置１１Ａの機能的構成を説明する。図２２は、情報処理装置１１Ａの
機能的構成の一例を示すブロック図である。情報処理装置１１Ａは、インタフェース部１
４と、認識処理部１７と、記憶部１８と、を備える。インタフェース部１４および記憶部
１８は、認識処理部１７に電気的に接続されている。
【０１７２】
　インタフェース部１４および記憶部１８は、第１の実施の形態と同様である。すなわち
、情報処理装置１１Ａは、認識処理部１６に代えて認識処理部１７を備えた以外は、第１
の実施の形態の情報処理装置１０と同様である。
【０１７３】
　認識処理部１７は、画像取得部１６Ａと、時間帯判別部１６Ｂと、選択部１６Ｃと、検
出部１７０Ｄと、検出結果出力部１６Ｅと、学習部１６Ｋと、を含む。認識処理部１７は
、検出部１６Ｄに代えて検出部１７０Ｄを備えた以外は、第１の実施の形態の検出部１６
Ｄと同様である。
【０１７４】
　検出部１７０Ｄは、第１の実施の形態の検出部１６Ｄと同様に、時間帯判別部１６Ｂが
判別した撮影時間帯に基づいて、撮影画像Ｐにおける信号機３０の信号領域および該信号
機３０の示す信号色を検出する。すなわち、検出部１７０Ｄは、選択部１６Ｃが選択した
信号認識辞書１８Ｃを用いて、信号領域および信号色を検出する。
【０１７５】
　検出部１７０Ｄは、特定部１７０Ｆと、抽出部１７０Ｇと、認識部１７０Ｈと、を含む
。
【０１７６】
　特定部１７０Ｆは、第１の実施の形態の特定部１６Ｆと同様に、撮影画像Ｐにおける、
選択部１６Ｃが選択した信号認識辞書１８Ｃに示される基準信号色の色値の範囲に属する
領域を、信号候補領域として特定する。また、特定部１７０Ｆは、第１の実施の形態の特
定部１６Ｆと同様に、該信号候補領域の色値に対応する種類の基準信号色を、信号色とし
て特定する。
【０１７７】
　ここで、撮影画像Ｐには、信号機３０の信号色と同様の色を示す被写体が含まれる場合
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がある。この場合、特定部１７０Ｆは、信号機３０以外の被写体を、信号候補領域として
特定する場合がある。
【０１７８】
　そこで、本実施の形態では、検出部１７０Ｄは、特定した信号候補領域における、信号
機３０以外の被写体を除去し、信号機３０を示す信号候補領域を抽出し、検出に用いる。
【０１７９】
　図２３～図２５は、検出部１７０Ｄが実行する検出処理の一例の説明図である。
【０１８０】
　図２３は、複数種類の被写体を含む撮影画像Ｐの一例を示す模式図である。図２３に示
すように、撮影画像Ｐに、信号機３０と、信号機３０の信号色と同様の色を示す被写体（
例えば、標識４０、車両５０のランプ５０Ａ）と、が含まれる場合がある。
【０１８１】
　例えば、撮影画像Ｐにおける信号３０Ａを示す領域３１Ａの色値が、赤色を示すと仮定
する。このとき、該撮影画像Ｐに含まれる、標識４０の標識を示す領域４１Ａの色値、お
よび、車両５０のランプ５０Ａを示す点灯領域５１Ａの色値、の各々も赤色を示している
と仮定する。
【０１８２】
　この場合、特定部１７０Ｆは、撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃを用いること
で、図６に示す撮影画像Ｐから、信号３０を示す領域３１Ａに相当する領域を、信号候補
領域３２Ａとして特定する（図２４参照）。また、同様に、特定部１７０Ｆは、撮影時間
帯に対応する信号認識辞書１８Ｃを用いて、図２３に示す撮影画像Ｐから、標識を示す領
域４１Ａに相当する領域および点灯領域５１Ａに相当する領域を、それぞれ、信号候補領
域４２Ａおよび信号候補領域５２Ａとして特定する（図２４参照）。
【０１８３】
　このように、撮影画像Ｐに信号色と同様の色を示す、信号機３０以外の被写体が含まれ
る場合、特定部１７０Ｆは、信号機３０以外の被写体についても信号候補領域（信号候補
領域４２Ａ、信号候補領域５２Ａ）として特定する場合がある。
【０１８４】
　抽出部１７０Ｇは、特定部１７０Ｆが特定した信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信
号候補領域４２Ａ、信号候補領域５２Ａ）の内、信号候補領域を膨張した膨張領域の大き
さが予め定めた範囲内の信号候補領域を、検出対象として抽出する。
【０１８５】
　具体的には、抽出部１７０Ｇは、特定部１７０Ｆが特定した信号候補領域（信号候補領
域３２Ａ、信号候補領域４２Ａ、信号候補領域５２Ａ）の各々を膨張させる。これによっ
て、抽出部１７０Ｇは、信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域４２Ａ、信号
候補領域５２Ａ）の各々を膨張させた、膨張領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域４３Ａ、膨
張領域５３Ａ）を得る（図２５参照）。
【０１８６】
　具体的には、抽出部１７０Ｇは、信号候補領域３２Ａと、信号候補領域３２Ａの外周に
該外周から外側に向かって連続する予め定めた数の画素と、を、膨張領域３３Ａとして得
る。同様に、抽出部１７０Ｇは、信号候補領域４２Ａと、信号候補領域４２Ａの外周に該
外周から外側に向かって連続する予め定めた数の画素と、を、膨張領域４３Ａとして得る
。同様に、抽出部１７０Ｇは、信号候補領域５２Ａと、信号候補領域５２Ａの外周に該外
周から外側に向かって連続する予め定めた数の画素と、を、膨張領域５３Ａとして得る。
【０１８７】
　そして、抽出部１７０Ｇは、これらの膨張領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域４３Ａ、膨
張領域５３Ａ）の各々の大きさを算出する。抽出部１７０Ｇは、膨張領域を構成する画素
の画素数や、撮影画像Ｐにおける膨張領域の面積を、各膨張領域の大きさとして算出すれ
ばよい。
【０１８８】
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　例えば、抽出部１７０Ｇは、各膨張領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域４３Ａ、膨張領域
５３Ａ）の各々について、膨張領域の中心に位置する画素から該膨張領域の周縁に向かっ
て、選択部１６Ｃで選択した撮影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃに示される色値の
範囲を示し、且つ連続する画素を特定する。そして、各膨張領域について、特定した画素
の画素数、または、特定した画素の画素群によって示される面積を、各膨張領域の大きさ
として算出する。
【０１８９】
　なお、抽出部１７０Ｇは、膨張領域の大きさの算出時には、選択部１６Ｃで選択した撮
影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃに示される色値の範囲に代えて、該色値の範囲よ
り狭い範囲、または該色値の範囲より広い範囲の画素を特定してもよい。
【０１９０】
　そして、抽出部１７０Ｇは、これらの膨張領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域４３Ａ、膨
張領域５３Ａ）の内、大きさが予め定めた範囲内の膨張領域３３Ａを特定する。そして、
抽出部１７０Ｇは、特定した膨張領域３３Ａの信号候補領域３２Ａを、検出対象として抽
出する。このため、膨張領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域４３Ａ、膨張領域５３Ａ）の内
、大きさが予め定めた範囲より大きい、または該範囲より小さい大きさの膨張領域（膨張
領域４３Ａ、膨張領域５３Ａ）は、検出対象外となる。
【０１９１】
　なお、この予め定めた範囲は、信号３０Ａを示す領域３１Ａを選択的に特定可能な大き
さ（面積や画素数）であればよい。なお、撮影装置１２が撮影する撮影画像Ｐの撮影倍率
は、固定であるものとする。
【０１９２】
　情報処理装置１１Ａは、該撮影倍率の撮影画像Ｐに含まれる信号３０Ａを示す領域３１
Ａを該予め定めた画素数分膨張した膨張領域について、大きさのとりうる範囲を予め計測
し、記憶部１８に予め記憶すればよい。そして、抽出部１７０Ｇは、記憶部１８に記憶さ
れた大きさの範囲を用いて、大きさが予め定めた範囲内の膨張領域３３Ａの信号候補領域
３２Ａを抽出すればよい。
【０１９３】
　なお、撮影画像Ｐの撮影倍率は可変であってもよい。この場合、情報処理装置１１Ａは
、撮影倍率と大きさの範囲とを対応づけて予め記憶部１８に記憶すればよい。そして、抽
出部１７０Ｇは、撮影画像Ｐの撮影倍率に対応する大きさの範囲を記憶部１８から読取り
、信号候補領域３２Ａの抽出に用いればよい。
【０１９４】
　これにより、抽出部１７０Ｇは、撮影画像Ｐに含まれる複数の信号候補領域（信号候補
領域３２Ａ、信号候補領域４２Ａ、信号候補領域５２Ａ）の内、信号機３０の信号３０Ａ
を示す信号候補領域３２Ａを抽出する。
【０１９５】
　このため、抽出部１７０Ｇは、撮影画像Ｐに含まれる複数の信号候補領域から、信号機
３０以外の領域（例えば、車両５０のテールランプなどのランプ５０Ａの領域や、看板や
標識などの領域（例えば、標識４０の領域）を、検出対象外とすることができる。詳細に
は、例えば、撮影時間帯が昼である場合、信号機３０より大きい標識４０などの領域を、
検出対象外とすることができる。また、例えば、撮影時間帯が夜である場合、街灯や車両
５０のテールランプなどの領域を、検出対象外とすることができる。
【０１９６】
　認識部１７０Ｈは、抽出部１７０Ｇで抽出された信号候補領域３２Ａに基づいて、信号
領域３４Ａを認識する（図１４、図１８参照）。認識部１７０Ｈは、撮影画像Ｐに含まれ
る信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域４２Ａ、信号候補領域５２Ａ）の内
、抽出部１７０Ｇで抽出された信号候補領域３２Ａを用いて、信号領域３４Ａを認識する
以外は、第１の実施の形態の認識部１６Ｇと同様にして、信号領域３４Ａを認識すればよ
い（図１４、図１８参照）。
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【０１９７】
　このようにして、本実施の形態では、検出部１７０Ｄは、撮影画像Ｐから、特定部１６
Ｆが特定した信号色、および、認識部１６Ｇが認識した信号領域３４Ａを、検出する（図
１４、図１８参照）。
【０１９８】
　次に、本実施の形態の情報処理装置１１Ａが実行する情報処理の手順の一例を説明する
。なお、情報処理装置１１Ａが実行する情報処理の手順は、図１９を用いて説明した、第
１の実施の形態の情報処理の手順と同様である。なお、本実施の形態の情報処理装置１１
Ａでは、図１９におけるステップＳ１０６の検出処理において、図２６に示す処理を実行
する。
【０１９９】
　本実施の形態の検出処理（図１９、ステップＳ１０６）の手順を説明する。図２６は、
本実施の形態の検出部１７０Ｄが実行する、検出処理の手順の一例を示すフローチャート
である。
【０２００】
　まず、検出部１７０Ｄの特定部１７０Ｆは、ステップＳ１０４（図１９参照）で選択部
１６Ｃが選択した信号認識辞書１８Ｃを用いて、ステップＳ１００（図１９参照）で取得
した撮影画像Ｐにおける信号候補領域と、信号色と、を特定する（ステップＳ４００）。
【０２０１】
　次に、検出部１７０Ｄの抽出部１７０Ｇが、信号候補領域を膨張させる（ステップＳ４
０２）。これによって、抽出部１７０Ｇは、信号候補領域を膨張させた膨張領域を得る。
【０２０２】
　次に、検出部１７０Ｄの抽出部１７０Ｇは、ステップＳ４０２で得た膨張領域の内、大
きさが予め定めた範囲内の膨張領域を特定する。そして、抽出部１７０Ｇは、特定した膨
張領域３３Ａの信号候補領域３２Ａを、検出対象として抽出する（ステップＳ４０４）。
【０２０３】
　次に、認識部１７０Ｈは、ステップＳ４０４で抽出された膨張領域をＨｏｕｇｈ変換し
、膨張領域に円形の定型領域が抽出できるか否かを判定する（ステップＳ４０６）。抽出
できた場合、認識部１７０Ｈは、該定型領域に外接する矩形の領域を、信号領域３４Ａと
して認識する（ステップＳ４０８）。そして、本ルーチンを終了する。
【０２０４】
　以上説明したように、本実施の形態の情報処理装置１１Ａは、検出部１７０Ｄが、特定
部１７０Ｆと、抽出部１７０Ｇと、認識部１７０Ｈと、を有する。特定部１７０Ｆは、撮
影画像Ｐにおける、選択した信号認識辞書１８Ｃに示される基準信号色の色値の範囲に属
する領域を、信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域４２Ａ、信号候補領域５
２Ａ）として特定すると共に、該信号候補領域の色値に対応する種類の基準信号色を、信
号色として特定する。抽出部１７０Ｇは、特定部１７０Ｆが特定した信号候補領域の内、
信号候補領域を膨張した膨張領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域４３Ａ、膨張領域５３Ａ）
の大きさが予め定めた範囲内の信号候補領域（信号候補領域３２Ａ）を、検出対象として
抽出する。認識部１７０Ｈは、抽出された信号候補領域３２Ａに基づいて信号領域３４Ａ
を認識する。
【０２０５】
　このように、本実施の形態の情報処理装置１１Ａでは、抽出部１７０Ｇが、特定部１７
０Ｆで特定した信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域４２Ａ、信号候補領域
５２Ａ）の内、信号候補領域を膨張した膨張領域の大きさが予め定めた範囲内の信号候補
領域を、検出対象として抽出する。これにより、抽出部１７０Ｇは、撮影画像Ｐに含まれ
る複数の信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域４２Ａ、信号候補領域５２Ａ
）の内、信号機３０の信号３０Ａを示す信号候補領域３２Ａを抽出する。そして、検出部
１７０Ｄでは、抽出した信号候補領域３２Ａを用いて、信号領域３４Ａを検出する。
【０２０６】
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　従って、本実施の形態の情報処理装置１１Ａでは、上記第１の実施の形態の情報処理装
置１０の効果に加えて、更に精度良く、信号機３０の信号領域３４Ａおよび信号色を検出
することができる。
【０２０７】
（第３の実施の形態）
　本実施の形態では、第２の実施の形態とは異なる形態で、撮影画像Ｐに含まれる信号機
３０以外の被写体が、信号領域（信号領域３４Ｂ）として誤認識されることを抑制する。
【０２０８】
　図１は、本実施の形態の情報処理装置１１Ｂの一例の説明図である。本実施の形態では
、第１の実施の形態の情報処理装置１０と同様に、情報処理装置１１Ｂを車両２０に搭載
した形態を一例として説明する。
【０２０９】
　次に、情報処理装置１１Ｂの機能的構成を説明する。図２７は、情報処理装置１１Ｂの
機能的構成の一例を示すブロック図である。情報処理装置１１Ｂは、インタフェース部１
４と、認識処理部１９と、記憶部１８と、を備える。インタフェース部１４および記憶部
１８は、認識処理部１９に電気的に接続されている。
【０２１０】
　インタフェース部１４および記憶部１８は、第１の実施の形態と同様である。すなわち
、情報処理装置１１Ｂは、認識処理部１６に代えて認識処理部１９を備えた以外は、第１
の実施の形態の情報処理装置１０と同様である。
【０２１１】
　認識処理部１９は、画像取得部１６Ａと、時間帯判別部１６Ｂと、選択部１６Ｃと、検
出部１８０Ｄと、検出結果出力部１６Ｅと、学習部１６Ｋと、を含む。認識処理部１９は
、検出部１６Ｄに代えて検出部１８０Ｄを備えた以外は、第１の実施の形態の検出部１６
Ｄと同様である。
【０２１２】
　検出部１８０Ｄは、第１の実施の形態の検出部１６Ｄと同様に、時間帯判別部１６Ｂが
判別した撮影時間帯に基づいて、撮影画像Ｐにおける信号機３０の信号領域および該信号
機３０の示す信号色を検出する。すなわち、検出部１８０Ｄは、選択部１６Ｃが選択した
信号認識辞書１８Ｃを用いて、信号領域および信号色を検出する。
【０２１３】
　検出部１８０Ｄは、特定部１８０Ｆと、認識部１８０Ｇと、抽出部１８０Ｈと、を含む
。
【０２１４】
　特定部１８０Ｆは、第１の実施の形態の特定部１６Ｆと同様である。すなわち、特定部
１８０Ｆは、撮影画像Ｐにおける、選択部１６Ｃが選択した信号認識辞書１８Ｃに示され
る基準信号色の色値の範囲に属する領域を、信号候補領域として特定する。また、特定部
１８０Ｆは、該信号候補領域の色値に対応する種類の基準信号色を、信号色として特定す
る。
【０２１５】
　認識部１８０Ｇは、特定部１６Ｆが特定した信号候補領域に基づいて、撮影画像Ｐにお
ける信号領域を認識する。認識部１８０Ｇの処理は、第１の実施の形態の認識部１６Ｇと
同様である。
【０２１６】
　すなわち、認識部１８０Ｇは、信号候補領域３２Ａを膨張させた膨張領域３３Ａにおけ
る、予め定めた定型領域を含む領域を、信号領域として認識する。
【０２１７】
　ここで、第２の実施の形態でも説明したように、撮影画像Ｐには、信号機３０の信号色
と同様の色を示す被写体が含まれる場合がある。この場合、認識部１８０Ｇは、信号機３
０以外の被写体についても、信号領域として認識する場合がある。
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【０２１８】
　そこで、本実施の形態では、抽出部１８０Ｈは、認識部１８０Ｇが認識した信号領域の
内、予め定めた大きさの範囲内の信号領域を、撮影画像Ｐにおける信号機３０の信号領域
３４Ａとして抽出する。
【０２１９】
　図２８～図２９は、認識部１８０Ｇによる認識処理の一例の説明図である。
【０２２０】
　例えば、撮影画像Ｐが、複数種類の被写体を含む画像であったと仮定する（図２３参照
）。具体的には、図２３に示すように、撮影画像Ｐに、信号機３０と、信号機３０の信号
色と同様の色を示す被写体（例えば、標識４０、車両５０のランプ５０Ａ）と、が含まれ
る場合がある。
【０２２１】
　この場合、特定部１８０Ｆおよび認識部１８０Ｇの処理によって、信号候補領域（信号
候補領域３２Ａ、信号候補領域４２Ａ、信号候補領域５２Ａ）の各々を膨張させた、膨張
領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域４３Ａ、膨張領域５３Ａ）が得られる（図２８参照）。
【０２２２】
　そして、認識部１８０Ｇは、第１の実施の形態の認識部１６Ｇと同様にして、膨張領域
（膨張領域３３Ａ、膨張領域４３Ａ、膨張領域５３Ａ）の各々をＨｏｕｇｈ変換し、膨張
領域（膨張領域３３Ａ、膨張領域４３Ａ、信号候補領域５２Ａ）に円形の定型領域（定型
領域３１Ａ’、定型領域４１Ａ’、定型領域５１Ａ’）が抽出できるか否かを判定する（
図２８参照）。抽出できた場合、認識部１８０Ｇは、定型領域（定型領域３１Ａ’、定型
領域４１Ａ’、定型領域５１Ａ’）を含む領域を、信号領域（信号領域３４Ａ、信号領域
４４Ａ、信号領域５４Ａ）として認識する（図２９参照）。
【０２２３】
　抽出部１８０Ｈは、認識部１８０Ｇが認識した信号領域（信号領域３４Ａ、信号領域４
４Ａ、信号領域５４Ａ）の内、予め定めた大きさの範囲内の信号領域３４Ａを、撮影画像
Ｐにおける信号機３０の信号領域３４Ａとして抽出する。信号領域の大きさには、信号領
域を構成する画素の画素数や、撮影画像Ｐにおける信号領域の面積を用いればよい。
【０２２４】
　例えば、抽出部１８０Ｈは、認識部１８０Ｇが認識した信号領域（信号領域３４Ａ、信
号領域４４Ａ、信号領域５４Ａ）の各々について、信号領域の中心に位置する画素から該
信号領域の周縁に向かって、選択部１６Ｃで選択した撮影時間帯に対応する信号認識辞書
１８Ｃに示される色値の範囲を示し、且つ連続する画素を特定する。連続する画素とは、
連続して配置されている画素を意味する。そして、各信号領域について、特定した画素の
画素数、または、特定した画素の画素群によって示される面積を、各信号領域の大きさと
して算出する。
【０２２５】
　なお、抽出部１８０Ｈは、信号領域の大きさの算出時には、選択部１６Ｃで選択した撮
影時間帯に対応する信号認識辞書１８Ｃに示される色値の範囲に代えて、該色値の範囲よ
り狭い範囲、または該色値の範囲より広い範囲の画素を特定してもよい。
【０２２６】
　そして、抽出部１８０Ｈは、これらの信号領域（信号領域３４Ａ、信号領域４４Ａ、信
号領域５４Ａ）の内、大きさが予め定めた範囲内の信号領域３４Ａを、撮影画像Ｐにおけ
る信号機３０の信号領域３４Ａとして抽出する。このため、信号領域（信号領域３４Ａ、
信号領域４４Ａ、信号領域５４Ａ）の内、大きさが予め定めた範囲より大きい、または該
範囲より小さい大きさの信号領域（信号領域４４Ａ、信号領域５４Ａ）は、抽出対象外と
なる。
【０２２７】
　なお、この予め定めた大きさの範囲は、信号３０Ａを示す領域３１Ａに対応する信号領
域３４Ａを選択的に特定可能な大きさ（面積や画素数）であればよい。なお、撮影装置１
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２が撮影する撮影画像Ｐの撮影倍率は、固定であるものとする。
【０２２８】
　情報処理装置１１Ｂは、該撮影倍率の撮影画像Ｐに含まれる信号３０Ａを示す領域３１
Ａの信号領域３４Ａについて、大きさのとりうる範囲を予め計測し、記憶部１８に予め記
憶すればよい。そして、抽出部１８０Ｄは、記憶部１８に記憶された大きさの範囲を用い
て、大きさが予め定めた範囲内の信号領域３４Ａを、信号機３０の信号領域３４Ａとして
抽出すればよい。
【０２２９】
　なお、撮影画像Ｐの撮影倍率は可変であってもよい。この場合、情報処理装置１１Ｂは
、撮影倍率と大きさの範囲とを対応づけて予め記憶部１８に記憶すればよい。そして、抽
出部１８０Ｈは、撮影画像Ｐの撮影倍率に対応する大きさの範囲を記憶部１８から読取り
、信号領域３４Ａの抽出に用いればよい。
【０２３０】
　このようにして、本実施の形態では、検出部１８０Ｄは、撮影画像Ｐから、特定部１８
０Ｆが特定した特定色、および、認識部１６Ｇが認識し且つ抽出部１８０Ｈが抽出した信
号領域３４Ａを、検出する（図１４、図１８参照）。
【０２３１】
　次に、本実施の形態の情報処理装置１１Ｂが実行する情報処理の手順の一例を説明する
。なお、情報処理装置１１Ａが実行する情報処理の手順は、図１９を用いて説明した、第
１の実施の形態の情報処理の手順と同様である。なお、本実施の形態の情報処理装置１１
Ｂでは、図１９におけるステップＳ１０６の検出処理において、図３０に示す処理を実行
する。
【０２３２】
　本実施の形態の検出処理（図１９、ステップＳ１０６）の手順を説明する。図３０は、
本実施の形態の検出部１８０Ｄが実行する、検出処理の手順の一例を示すフローチャート
である。
【０２３３】
　まず、検出部１８０Ｄの特定部１８０Ｆは、ステップＳ１０４（図１９参照）で選択部
１６Ｃが選択した信号認識辞書１８Ｃを用いて、ステップＳ１００（図１９参照）で取得
した撮影画像Ｐにおける信号候補領域と、信号色と、を特定する（ステップＳ５００）。
【０２３４】
　次に、検出部１８０Ｄの認識部１８０Ｇが、信号候補領域を膨張させる（ステップＳ５
０２）。これによって、認識部１８０Ｇは、信号候補領域を膨張させた膨張領域を得る。
【０２３５】
　次に、認識部１８０Ｇは、膨張領域をＨｏｕｇｈ変換し、膨張領域に円形の定型領域が
抽出できるか否かを判定する（ステップＳ５０４）。抽出できた場合、認識部１８０Ｇは
、該定型領域に外接する矩形の領域を、信号領域（信号領域３４Ａ、信号領域４４Ａ、信
号領域５４Ａ）として認識する（ステップＳ５０６）。
【０２３６】
　次に、抽出部１８０Ｈが、ステップＳ５０６で認識した信号領域（信号領域３４Ａ、信
号領域４４Ａ、信号領域５４Ａ）の内、予め定めた大きさの範囲内の信号領域３４Ａを、
撮影画像Ｐにおける信号機３０の信号領域３４Ａとして抽出する（ステップＳ５０８）。
そして、本ルーチンを終了する。
【０２３７】
　以上説明したように、本実施の形態の情報処理装置１１Ｂは、検出部１８０Ｄが、特定
部１８０Ｆと、抽出部１８０Ｇと、認識部１８０Ｈと、を有する。特定部１８０Ｆは、撮
影画像Ｐにおける、選択した信号認識辞書１８Ｃに示される基準信号色の色値の範囲に属
する領域を、信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域４２Ａ、信号候補領域５
２Ａ）として特定すると共に、該信号候補領域の色値に対応する種類の基準信号色を、信
号色として特定する。
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【０２３８】
　認識部１８０Ｇは、特定された信号候補領域（信号候補領域３２Ａ、信号候補領域４２
Ａ、信号候補領域５２Ａ）に基づいて、信号領域（信号領域３４Ａ、信号領域４４Ａ、信
号領域５４Ａ）を認識する。抽出部１８０Ｈは、認識部１８０Ｇが認識した信号領域（信
号領域３４Ａ、信号領域４４Ａ、信号領域５４Ａ）の内、予め定めた大きさの範囲内の信
号領域３４Ａを、撮影画像Ｐにおける信号機３０の信号領域３４Ａとして抽出する。検出
部１８０Ｄは、特定した信号色および認識し且つ抽出した信号領域３４Ａを検出する。
【０２３９】
　このように、本実施の形態の情報処理装置１１Ｂでは、抽出部１８０Ｈが、認識部１８
０Ｇで認識した信号領域（信号領域３４Ａ、信号領域４４Ａ、信号領域５４Ａ）の内、予
め定めた大きさの範囲内の信号領域３４Ａを、撮影画像Ｐにおける信号機３０の信号領域
３４Ａとして抽出する。検出部１８０Ｄは、特定した信号色および認識し且つ抽出した信
号領域３４Ａを検出する。
【０２４０】
　これにより、抽出部１８０Ｈは、撮影画像Ｐに含まれる、認識部１８０Ｇで認識された
信号領域の内、信号機３０の信号３０Ａを示す信号領域３４Ａを抽出する。そして、検出
部１８０Ｄは、特定した信号色および認識し且つ抽出した信号領域３４Ａを検出する。
【０２４１】
　従って、本実施の形態の情報処理装置１１Ｂでは、上記第１の実施の形態の情報処理装
置１０の効果に加えて、更に精度良く、信号機３０の信号領域３４Ａおよび信号色を検出
することができる。
【０２４２】
＜変形例＞
　なお、上記実施の形態では、情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、および情報処理
装置１１Ｂの各々を、車両２０に搭載した形態を説明した。しかし、情報処理装置１０、
情報処理装置１１Ａ、および情報処理装置１１Ｂの各々を、車両２０とは別体として構成
し、車両２０に搭載しない形態であってもよい。すなわち、情報処理装置１０、情報処理
装置１１Ａ、および情報処理装置１１Ｂの各々を、公知のパーソナルコンピュータ（ＰＣ
）などに適用した構成としてもよい。
【０２４３】
　この場合、車両２０に搭載された撮影部１２で撮影された複数の撮影画像Ｐを、公知の
記憶媒体（例えば、メモリカードなど）や記憶部１８に予め記憶すればよい。
【０２４４】
　そして、情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、および情報処理装置１１Ｂの各々で
は、該記憶媒体や記憶部１８に記憶された撮影画像Ｐの各々について、上記実施の形態と
同様にして、信号領域３４Ｂおよび信号色を検出すればよい。
【０２４５】
　この場合、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）などの情報処理装置１０、情報処理装置１
１Ａ、および情報処理装置１１Ｂの各々で、撮影画像Ｐから信号領域３４Ｂおよび信号色
を検出することができる。
【０２４６】
　次に、撮影装置１２のハードウェア構成の一例を説明する。図３１は、撮影装置１２の
ハードウェア構成の一例を示す図である。
【０２４７】
　撮影装置１２は、撮影光学系２０１０、メカシャッタ２０２０、モータドライバ２０３
０、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）２０４０、ＣＤＳ（Ｃｏｒ
ｒｅｌａｔｅｄ　Ｄｏｕｂｌｅ　Ｓａｍｐｌｉｎｇ：相関２重サンプリング）回路２０５
０、Ａ／Ｄ変換器２０６０、タイミング信号発生器２０７０、画像処理回路２０８０、Ｌ
ＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）２０９０、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒ
ａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）２１００、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
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ｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２１１０、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２１２０、
ＳＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｍｅｍｏｒｙ）２１３０、圧縮伸張回路２１４０、メモリ２１５０、操作部２１６０、お
よび、出力Ｉ／Ｆ２１７０を備える。
【０２４８】
　画像処理回路２０８０、ＣＰＵ２１００、ＲＡＭ２１１０、ＲＯＭ２１２０、ＳＤＲＡ
Ｍ２１３０、圧縮伸張回路２１４０、メモリ２１５０、操作部２１６０、および、出力Ｉ
／Ｆ２１７０は、バス２２００を介して接続されている。
【０２４９】
　撮影光学系２０１０は、被写体の反射光を集光する。メカシャッタ２０２０は、所定の
時間、開くことにより、撮影光学系２０１０により集光された光をＣＣＤ２０４０に入射
させる。モータドライバ２０３０は、撮影光学系２０１０およびメカシャッタ２０２０を
駆動する。
【０２５０】
　ＣＣＤ２０４０は、メカシャッタ２０２０を介して入射した光を被写体の像として結像
し、当該被写体の像を示すアナログの画像データをＣＤＳ回路２０５０に入力する。
【０２５１】
　ＣＤＳ回路２０５０は、ＣＣＤ２０４０からアナログの画像データを受け付けると、当
該画像データのノイズ成分を除去する。また、ＣＤＳ回路２０５０は、相関二重サンプリ
ングやゲインコントロールなどのアナログ処理を行う。そして、ＣＤＳ回路２０５０は、
処理後のアナログの画像データを、Ａ／Ｄ変換器２０６０へ出力する。
【０２５２】
　Ａ／Ｄ変換器２０６０は、ＣＤＳ回路２０５０からアナログの画像データを受け付ける
と、当該アナログの画像データをデジタルの画像データに変換する。Ａ／Ｄ変換器２０６
０はデジタルの画像データを画像処理回路２０８０に入力する。タイミング信号発生器２
０７０はＣＰＵ２１００からの制御信号に応じて、ＣＣＤ２０４０、ＣＤＳ回路２０５０
、およびＡ／Ｄ変換器２０６０にタイミング信号を送信することにより、ＣＣＤ２０４０
、ＣＤＳ回路２０５０、およびＡ／Ｄ変換器２０６０の動作タイミングを制御する。
【０２５３】
　画像処理回路２０８０は、Ａ／Ｄ変換器２０６０からデジタルの画像データを受け付け
ると、ＳＤＲＡＭ２１３０を使用して、当該デジタルの画像データの画像処理を行う。画
像処理は、例えばＣｒＣｂ変換処理、ホワイトバランス制御処理、コントラスト補正処理
、エッジ強調処理、および、色変換処理等である。
【０２５４】
　画像処理回路２０８０は上述の画像処理が行われた画像データをＬＣＤ２０９０、また
は、圧縮伸張回路２１４０に出力する。ＬＣＤ２０９０は画像処理回路２０８０から受け
付けた画像データを表示する液晶ディスプレイである。
【０２５５】
　圧縮伸張回路２１４０は、画像処理回路２０８から画像データを受け付けると、当該画
像データを圧縮する。圧縮伸張回路２１４０は圧縮された画像データを、メモリ２１５０
に記憶する。また、圧縮伸張回路２１４０はメモリ２１５０から画像データを受け付ける
と、当該画像データを伸張する。圧縮伸張回路２１４０は伸張された画像データをＳＤＲ
ＡＭ２１３に一時的に記憶する。メモリ２１５０は圧縮された画像データを記憶する。
【０２５６】
　出力Ｉ／Ｆ２１７０は、画像処理回路２０８０で処理された画像データを、撮影画像Ｐ
として、情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、および情報処理装置１１Ｂの各々へ出
力する。
【０２５７】
　なお上述の図２、図２２、図２７で説明したインタフェース部１４、および認識処理部
１６に含まれる機能部の少なくとも一部を、信号処理ボード（信号処理回路）として撮影
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装置１２に実装してもよい。
【０２５８】
　次に、上記実施の形態および変形例の、情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、およ
び情報処理装置１１Ｂの各々のハードウェア構成を説明する。図３２は、上記実施の形態
および変形例の情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、および情報処理装置１１Ｂのハ
ードウェア構成例を示すブロック図である。
【０２５９】
　上記実施の形態および変形例の、情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、および情報
処理装置１１Ｂは、出力部８０、Ｉ／Ｆ部８２、入力部９４、ＣＰＵ８６、ＲＯＭ（Ｒｅ
ａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）８８、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏ
ｒｙ）９０、およびＨＤＤ９２等がバス９６により相互に接続されており、通常のコンピ
ュータを利用したハードウェア構成となっている。
【０２６０】
　ＣＰＵ８６は、上記実施の形態および変形例の、情報処理装置１０、情報処理装置１１
Ａ、および情報処理装置１１Ｂの各々で実行する処理を制御する演算装置である。ＲＡＭ
９０は、ＣＰＵ８６による各種処理に必要なデータを記憶する。ＲＯＭ８８は、ＣＰＵ８
６による各種処理を実現するプログラム等を記憶する。ＨＤＤ９２は、上述した記憶部１
８に格納されるデータを記憶する。Ｉ／Ｆ部８２は、他の装置との間でデータを送受信す
るためのインターフェースである。
【０２６１】
　上記実施の形態および変形例の、情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、および情報
処理装置１１Ｂで実行される上記各種処理を実行するためのプログラムは、ＲＯＭ８８等
に予め組み込んで提供される。
【０２６２】
　なお、上記実施の形態および変形例の情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、および
情報処理装置１１Ｂで実行されるプログラムは、これらの装置にインストール可能な形式
又は実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－
Ｒ、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）等のコンピュータで読み
取り可能な記録媒体に記録されて提供するように構成してもよい。
【０２６３】
　また、上記実施の形態および変形例の情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、および
情報処理装置１１Ｂで実行されるプログラムを、インターネット等のネットワークに接続
されたコンピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウンロードさせることにより提供
するように構成してもよい。また、上記実施の形態および変形例の情報処理装置１０にお
ける上記各処理を実行するためのプログラムを、インターネット等のネットワーク経由で
提供または配布するように構成してもよい。
【０２６４】
　上記実施の形態および変形例の情報処理装置１０、情報処理装置１１Ａ、および情報処
理装置１１Ｂで実行される上記各種処理を実行するためのプログラムは、上述した各部が
主記憶装置上に生成されるようになっている。
【０２６５】
　なお、上記ＨＤＤ９２に格納されている各種情報は、外部装置に格納してもよい。この
場合には、該外部装置とＣＰＵ８６と、を、ネットワーク等を介して接続した構成とすれ
ばよい。
【０２６６】
　なお、上記には、本発明の実施の形態および変形例を説明したが、上記実施の形態およ
び変形例は、例として提示したものであり、発明の範囲を限定することは意図していない
。この新規な実施の形態および変形例は、その他の様々な形態で実施されることが可能で
あり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行うことができる
。この実施の形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲
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に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【０２６７】
１０、１１Ａ、１１Ｂ　情報処理装置
１６Ａ　画像取得部
１６Ｂ　時間帯判別部
１６Ｃ　選択部
１６Ｄ、１７０Ｄ、１８０Ｄ　検出部
１６Ｆ、１７０Ｆ、１８０Ｆ　特定部
１６Ｇ、１７０Ｈ、１８０Ｇ　認識部
１６Ｈ　第１の算出部
１６Ｉ　第２の算出部
１６Ｊ　第３の算出部
１７０Ｇ、１８０Ｈ　抽出部
【先行技術文献】
【特許文献】
【０２６８】
【特許文献１】特開２００９－２４４９４６号公報
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